
学校教材国管理のーっとしての金魚の飼育
人 イ立 昇

はじめに、 | に関係が深く、水温 20"C位が最適温で〈約 190 C 土 2。
今夏兵庫県生物学会、夏の講習会の席上、金魚の飼 iC) に達しなければ容易に産卵しない。即ち自然産卵

育管理について話も出たのですが当日私見を述べさせ
ていただかなかったつぐないにとでも思いその方法に
ついて簡単に説明してみたいと思う。
Carassisus Auratus なる学名をもらっている金魚

は今を去る約 450年前泉州堺に中国より渡来したもの
といわれていることは周知の通りで、それらの歴史に
ついては多くの古文献によって知られているのでここ
では省略する。
金魚も他の動物、或は植物と同様その飼育目的によ

ってそれぞれの飼育場所もその方法も異なって来るこ
とは当然のことで、観賞を第一とすれば室内のパット
飼育、庭園の風致を添える為の庭池、叩池飼育、学校
等に於ける教育効果をその中に見出さんとする為の飼

の場合は 5 月下旬より 6 月上旬、中旬にかけて産卵す
るが、産卵は 1 回に全卵放卵せず 2 - 3回になる。卵
は附着卵である為に水草等に産卵される。産卵数は
10，000-70，000個であるが個体差がはなはだしい。こ
のようにして春、水ぬるむ頃より活動を始め、最も年
間生活の内で活発な時期を送った金魚は産卵による体
力回復と来るべき冬季への、ひいては来春の産卵の準
備の為に夏期の聞に非常に盛んな求餌生活がみられ
る。こうして秋11月頃になると活動は全く鈍り、やが
て冬眠に近い状態となり冬を越すのであるが、この時
の水温も5 0 C 以下になれば生死の境にくるし非常に危
険である。
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金魚は温水性j淡水魚であり、飼料性は雑喰性であ
る。普通生後三年で親魚となり産卵を始める O そして
最もよく産卵する年令は 3 - 5才頃迄で唯古は 2 才か
ら既に若親として使用されるのが普通である。寿命は
約十年とされている。
産卵は水温〈日照時間とも幾分の関係あり〉に非常

殆んど他の魚の稚魚と区別がつかない位であるが約 2

金魚特有の体色へと変化し始める。 7 か月も経った頃
にどうやら金魚らしくなるが丁度これが冬眠期に7¥っ
てからの事である。勿論早いものは秋の終頃にはその
ようになるものも多い。

稚魚の飼料はさい警がなくなった直後
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はインブゾリア、クロレラ等の原生動植
物であるが、やがてミジンゴを食するよ
うになる。
以上で金魚の生活の概略を述べたので
ある。
2) 飼育方法及び管理

前にも少し述べた叩くその目的により非
常に異なってくる。
D  そこで先ず室内等に於ける観賞を
目的とする場合について。この際、最も
問題になるのは容器である。この直定に
あたって次の条件を満足させる様な方法
をJ買ってもらいたい。
1) 水表面誌の広し、こと。( 水底面積

ご三7. K表面積〉



2め) 7.水k底7水k表面共に方形でしかも縦横上比七が約1ド: 1. 5  I の窓ぎわと云われているが、とればちよつと問題で、
のものが望ましくし、水深は少くとも
るo ことが望ましい。唯注意せねぼならぬことは南面の直
3) 金魚の体重に対するホの割合を 2 galj50 gr と| 射日光のあたる場所は光量の過充分伽ミらクロレラの
なる様にしなければならない。 I 発生が盛んになり水が緑南し観察を不可能にするし、
以上の条件から室内に於いて望ましい水槽の大きさ| 叉特に魚、の生理上最も嫌う水温. 差の変化をはなはだし
は縦 45cm、横 30cm、高さ 30cm の方形の四面ガラス l くし、魚の健康を害する。それのみか水温の上昇する
のものとなる。従来円形のパットを使用していたので| につれて排准物等による水のふはい汚梁がみられるよ
あるが、これは金魚の運i ( 生理上から特に直統的遊泳| うになるので望ましくない。叉極端に明かるすぎると
ができず、健康状態を悪くするし、叉観察にあたって| 魚は神経過繁症になる。以上のことがら直射日光はな
もレンズ現象によるひずみがみられるので望ましくな| るべくさけるべきである。
い。金魚の生態の正常なものが観察できなくなる為、 |  給餌について必ず二回少量ずつ与える。決して残餌
学校等に於ては、以上の条件を満足させることのでき| のないようにする必要がある。自然の状態の場合、魚
るものを使用されたい。 Iの卸を求めるのは朝早くと夕方であってそれ以外は餌
それではこの様な水槽内に於て実際に飼育管理する lをとらないのが普通である。残餌は水の汚乗の原因と

為に必要な事項として、 lなるのでよくない。給餌量は大きさ、数によって異な
先ず完全水槽にすることは最も望ましい事である! るが10分位に食べきれるようにするとよい。毎日時聞
が、どうしても水槽は小さい為に運動等が鈍くなりが! を決めて与えると条件反射によりサイシをすれば集ま
ちである為、次の条件にあった完全7}J曹にすればよ! って来るようになる。
い。 I 次に大切なことは換水で、ある。完全水摘にするとど
底面は径 3 m m - 5 m m位の小石を 3 c m位の厚さに平| うしても小右の間に汚物がプ¥ っていくから換水は必ず
らにブ¥れる。 7K草は浮i性のもの (71<面に浮いているも| サイフォンを利用し、しかも官の一端に口斗叉は口斗
の〉を水面の月- 1 /2程度にフ、れ更に水槽の角から 5 - 1:状のものをつけ底の小石、砂面を! 堅い上げるようにす
6 c m離れた部分に藻を摘えるが、これは水中にあまり lれば水を汚さずに汚物を除くことができる。向冬期に
広がらぬもの丈は水深と同程度のものを下の小石にし| スり休眠するようになれば換水の必要はない。
っかりと植え込むようにして遊泳空間をなるべく広く 1 ) 庭池、叩池で飼育するi易合
する。全然水中に7K草がないと金魚は休息する場所を卜
持たないことになり、健康を害する紅果となる。この| らある程度の目的を注することができる。金魚の生態
ように水草をブ¥ れると一定量の光粧を必要としてく| についても充分観察することができるし、金魚の飼育
る。即ち水槽の位置であるが、最も望ましいのは北面| については望ましい飼育管理法だといえる。そこで、
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まずj也の作り方について述べてみよう o J-:tlliの選定と| い、その上にむしろをかけるなどの工夫が必要であ
いう問題が当るが、それは r:池でない限り問題は士、り| る O

ないが低い地面があるからそこがよかろうと云うのは I 3) 飼育用水の管理
誤りである。叉建物の事になる場所、木のおおい繁つ| 飼寸の為に{ 需用する 71 < は也の場合水槽の場合と異な
ている所、等はよくない。今、作ろうとする場所の! ま| る。普通雑魚の撞息している池、河の水は飼育に適す
にあたる部分を掴り、少し粘土をスれて底固めをす| るというように考えられがちであるが、金魚は自然盛
る。砂質のところは特に念ア¥ にすればろう水すること| 息魚でなく人為飼育魚である為にあまり望ましくな
は少ない。風致その他の条件を考えて池の設計をする| い。特に{ 位の水はよくない。そこで水槽飼育の場合は
のであるが、ここでもやはり円形叉はそれに近い形は| 水道水を使用したい。使用する場合はあらかじめ汲置
よくない。なるべ〈長方形とし縦横比は 1: 1. 5となる| きをすることもいいし、叉飲料水道水は Cl イオシに
ようにしたいが角はあまり鋭〈とっておくとよくない| よる消毒をしている為にどうしても残留Clーがある。こ
ので四隅は丸味をもたせるとよい。実際に望ましい 4也| れを亜研酸ナトリウム、叉はチオ研理陵ナトリクムで中
を書いてみるならば( 第二図) ( 原寸弘0) となる。 I和させて使用すればよい。都市の水道水中には Cl は
図に示されているのは学校等で作る場合の理想的な| 常時1 . 5-2.0 p.p.mいれている。水中の残留 Cl が

大きさのものである。水表面積がし、かに広くなっても I 1.0 p.p.m 以上含まれていると死亡する結果となる。
浅唱を 30cm にし、深司¥35cmにし、そこに排水栓を作| そこで1 . 0 p.p.m の Cl を中和するのに必要なチオ硫
るのであるが油の底面が全てそこへ向つてなだらかな l酸ナトリワムをいれればよい。勿論残留塩素を測定し
傾斜をもたしておく必要がある。叉水深を一定にする| てそれにあわせて中和させることは望ましいことであ
為に池の一方にオーパープロウシさせる71 < 止め器をつ| る。
けておきこの上には金あみをのせておくとよい。排水 CaCl(ClO) ・H 2 0 + 2 H C l→C a C}z十 C12 + 2 H20  
栓から排水はスムースになされるようにしておかなけ C12 +  +  H C I O  
ればならない。自然涌水をとり 7¥れる場合以外は水の H C I O→HCl +  (0) 
取 7¥口はっけないでおく方がよいと思われる。 C12 +  N azS 0 3  +  H 20 →2← Cl +  N a 2 S 0-t 
池に用いるゴシクリートの配合はセメシト 1 、砂 2 、 4C12 +  Na2S203・5 H 2 0→8HCl + 2 N a H S 04  

砂利〈特に粒のそろった径 1. 5 - 2 c m位のものを用い! このように処理した水の中には原生生物が非常に少
るとよい。) 4 、叉は 1: 3: 6 の比のものが望ましく| く、 71 < の有機物分解による悪質化を防ぐことができ
あまりセメシトを用いると表面が密となりかえっても| る。街水槽の砂の一部に活- 性炭をいれて置くことは望
ろくなる。 I ましい。池にいれる場合も同様の処哩をした水道水を
このようにしてでき上った粗はそのまま水をはって 1 使用してきしっかえないが、池の場合、自然水を用い

使用すると、またたくまに金魚ならず如何なる魚も全 lて常時オーバープロウシさせることは最も望ましいこ
て死7戒する。そこでアク抜きをする必要がある。ぞメ l とであるが、この降、の自然7 } ( は常時71<'f'tの変化しない
シト中からしみ出た CaSi03.CaS04.Ca (AI02泌を| もの。例えば河川水であれば雨後等に汚間が認められ
中和させればよい訳である。その為に、 リン酸ナトリ| るものは使用不可能、叉夏期の渇水現象がみられるよ
ウム塩を用いて中和させるとよいとされている。 I うな場合も不可である。その為自然水は涌水系の河川
飼育管理に当つては池の一隅に水蓮水草を植えるこ| での上流に近い場合が望ましい。しかし水槽等と異な
とのできるように閉いを作り、そこに水草等を補え| り汚染の度合が極めて低いことと白然の状態に近くて
るo 7Jく草はあまり房状になるものはきける方がよいっ ! も何等きしっかえないので、常時オーパーブロクシさ
叉その郡分以外には決して砂、石をブ¥ れぬ。この点室 lせているのでなく留水とするなれば雑魚の棲息してい
内の水槽と異なるのである。水怪へ向って傾斜を持た| るきれいな河川の水を用いてもさしっかえない。以上
せであるから汚物も自然そこに集積することになり掃| のことは水の有f喫防分解による汚染を防ぐ為の処理
除も容易であり、叉室内水槽の在日く 71 < の悪化もなく換| で、次に問題となるのは水素イオン濃度と水の硬度で
71 < の必要もあまりないιこの方法で特に注意せねばな| ある。水素イオン濃度は p H 7士0.2 程度とすることが
らぬことは給餌の方法である。給餌場所を一定の個所| 望ましく、 p H を調整する場合酸{ 生であれば豆炭酸ソ
にしておくことが必要であり、一定II寺却に( 朝夕〉給| ーダ、アノレカリ性であれば酸凶燐酸ソーダを用いれば
餌する



どめてお〈ことが望ましい。もし硬度が高い水であれ
ば先ず煮沸する。
C a ( H C 03)2黙C a C 03↓+ H 20 + C 02
M g ( H C 03)2熱M g C 03↓+ H 20 + C 02

なお、これでも軟化しない場合は炭滋ナトリクムを加
(第 3 図)
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えるとよい。
CaSO.l +  N a 2 C 0 3 - C a C 0 3↓+  Na2S0.! 

となり軟化することができる。
その他ア yモニア30mg!1 炭酸290mg!1 で魚は全滅す
るからこれらの混入している水は使用できない。

(第 4 図)
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以上のような理化学的平衡を得させておけば生物学 I 4) 箆
的平衡も保持されることとなる。 I 金魚は雑食性であることは生活のところで述べたと
水中の溶存酸素量は絶対に重要な因子であることは| おりで主餌を動物仕飼粉、縞物性飼料に区分され、そ
申す迄もない。そこで例としてマスと金魚の酸素消費| れらを前者には魚粉、嫡粉、いとみみず、 ミジシコ、
量をみてみよう。 c第三関〉このことから水量と金魚| ボーフラ、赤ムν、特に稚魚用としてイシブゾリア、
の量及び温度から水中の大体の酸素溶存量が算定され 1;後者にはぬか、獄、馬鈴芸妻、砕麦、大豆: 柏、麦こがし、
る。 71<t曹等の換71 < の規準もこれから考えることができ| 緑藻類、珪藻類である。この内最も望ましい主餌はミ
る。 ( 第四図 ) ジy コであろう。そこで栄養成分分析をしてみよう。



は飼育上最も望ましいと云える。なお動物性のものの
みに傾らず適当に植物性飼料を与えねばならない。叉
金魚は成魚になるにつれて窒素分より非窒素分を多く
有するものを咳るようになる。 NPち縞物性飼料の要求
度が高くなることを意味するわけであるから、このこ
とも充分に考慮しておかねばなるまい。
5) 季節管理
特に問題になるのは冬期である。金魚に限らず魚類
に親めるのはなんといっても夏期である為どうしても

最後に繁殖方法について簡単に説明してみることに
する。
a) 場所の設定池の浅い部分の底にジユロのあく出
ししたものを敷き並べ動かぬようにところどとろ右i亡
しぼりつけておしその上にあまり浮遊せぬように一
個所に止っているように、あく出しL たνユロのほぐ
したものを丁度水草のふさ様、カボシパ、ミ 3オフォ
ーラム等のように作ったものを浮かす。これで産卵場
所ができたわけである。

冬期の管理はおろそかになりがちである。たいして手 Ib) 親魚の選定 ♀は 3 - 4才のものを 3 - 6匹。古
のかかることではない。金魚の冬自民を助けてやるよう| は♀より 1才若いものを 2 - 4匹( 年令は同一年令の
にすれば問題はないわけである。そこでまず夏の終り| ものばかりを♀ 3についてそれぞれ集める〉を選定し
現より秋にかけて今迄与えてきた飼籾の動物質のもの| たならば叩池の場合、産卵の場所も含めて三分割し、
を多くし、幾分量も多くするようにしてやる。特に室| それらを産卵の場所、古の場所、♀の場所として、そ
内水槽を用いた飼育の場合は冬期には一切求餌させな| れぞれのところに♀古別けて飼育管理する。この時古
い方が結果的に良好である為このことを完全に守られ| ♀の仕切りはなるべく板が望ましい。網ではそこに産
るとよい。大体稔餌をひかえるようにするのは71 < 温が| 卵してしまうことがある。こうして産卵させる前の約
150 C 位になったらひかえ、 100 C に近づけば求餌の必 I ] か月位最良の状態で飼育する。
喜きはない。池の場合も同様である。ただ池の場合は日 Ic) 産卵 このようにして管理しておいて♀古共に婚
中の温い時( 最高気温 150 _ 1 80 Cー水温が 120 _ 1 50 C I姻色が充分現われ、発情状態が充分となれば♀の腹が
の時〉には時々極めて小量の給餌をするとよい。 I卵の成熟で、はちきれそうになる、時をうっさず産卵
室内では冬期でも気温がOOC以下になることは稀で| させようとする前日の夕方に仕切りを寂除くと明朝盛
あり、叉下ったとしても保温処謹は容易であるので問| んに♀古ともなってあらかじめ作った魚草の附近を魚
題はないのであるが、池の場合特に水表面積の小な| 体をくねらせながら泳ぎ産卵をする。仕切りを取った
ものほどこの気温による水温の変化が激ししこの点| 翌日に産卵しなくても数日を経ずして産卵をする。卵
を防ぐようにしてやらねばならない。そこで10月にス| は着1回目で全部ジユロに附着しているので見てよく判
り夜間の気昼が 100 C 以下に下る頃になれば夜間は池| 私産卵の終った親魚は空腹の為に卵を食べだすから
の上によしずをはり、その上にこも、むしろ、をかける| 取り除く必要がある。そこで産草をスれてない深い部
とよい。この際、使用するむしろ、こも、よしず等は| 分の一部を区切り、そこに7¥れるようにすればよい。
あくを攻り長っておく必要がある。雨などが降ってこ
のあくが池の中にいるとまたたくうちに魚は死ぬこと
があるから注意が必要である。最も望ましいのはビニ
ーノレ張りのわくをこしらえて使用するとよい。とのビ
ニーノレ張りのものは最近混室等にも使用されている
が、わくの表裏二面にビニールをはり中' 4 ! にしておく
と非常に保温効果を高める。厳寒期も水面に風の吹き
つけぬようにし、日中は太陽光績を池にスれることを
守らねばならぬ。; 魚の冬眠中に魚を移動したり、麓か
せたり、無理な活動をさせないようにしなければなら
ない。叉酸素消費量も極度に低下しており、水の酸素
溶存量も大であるから、換水は全く不必要である。冬
眠の終りを告げる 3 月末頃になればそろそろ給餌せね
ばならぬが、この持は極く少量ずつflJ'j物般のものより
与えることが望ましい。よくこの時期に金魚が死ぬの
であるが、それは求餌と給額の聞に調節がとられてい
ないためである。
!i) 繁箔方法

全部産卵が終ったならば産草をそのままに置いておい
てもよいし、他の大きな71 < 摘に移してもよいが、その
ままにしておく時は必らず仕切りをして親より隔離し
ておかなければならない。
d) 醇化産卵させてから水温200 C土l "Cに保ってお
くと約 5 白で日嗣ヒする。勝化後 2 - 3 日は未だ産草に
附着しているが、やがて泳ぎだす。この泳ぎ始めた時
に最初の餌を与えねばならぬが、その頃は隣のうは完
全に吸収されており餌を与えねば全滅することがあ
る。非常に飼育上重大な時期である. 与える餌はイ y
プゾリア、クロレラ等がよく、同時にミジシコの極め

71 < で溶いて与えることもよい。給餌の時には一回の量
を少くし一日 3 - 4回与え、一個所にかたまらぬよう
に平等になるようにしてやる必要がある。給餌が平等
でなくては生長に差ができる。
e) 稚魚の飼育 とにかく産卵された卵数は 5万に近
くそのうちの% が完全に勝fじしたとしても大変な数で
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々は昔の栄えた跡をどことなく気づかれると思うー | ある。
以上の各部落は 5∞米台上にあり、古代集落として! 日露は交通集落として発生したが鞍霞乱世の項、不

美方郡のみならず、但馬集落研究上最も重要にして且| 貞の徒の往来繁く、移住するものあり、宿材、作山の
つ興味ある区域である。因にこの文化は一二峠を越し| 山地に移り住むに至った。
て神場に、野間峠を越して佐坊台地に及んで居ること| 村岡は元黒野村といい山麓高所の寒村であったが寛
は己に述べた通りである。 I :永19年山名去が福岡より移駐築誠に及び、域下街とし
兎塚古墳群政均米台地、就中八井谷、福岡、森脇、 | て僚かに発展した。山名公は明治4 年廃藩までおO年

黒田、日: 影より発見されたる兎塚古墳の主要なるもの i間'6，7∞石の藩主として旧七妻都を支配した。 山名去
を記載し、参考に供する。其の数に於て、群をなして| が村岡署主となる以前は小代域山に回公域主があって
集っておることに於て但馬第ーとも志すべく、当時の| 村間の尾白山に出域を築き、安配して居たのである。
文化の一端を推定するに足るのである。八井谷( 横穴| 黒野神社は式内社として著名、黒野村は古くからあっ
式 1 ) 福岡八幡山( 円墳8 、箱式石棺 1 ) 福岡八東合 lたことが分る。厳浄寺、法雲寺、大運寺等は山名公時
( 円噴 1 ) 福岡竪町〈横穴石室 1) 福岡兎塚〈横穴 1 I代に繁盛を極めた。町名に殴町、本町、野々上、西町
〉森脇魔の谷( 横穴 1、円墳1 ) 森脇大寺山( 円墳10 I  JII上、明治町、御蹟山などがあって、現下街の昔を物
森脇宮の前〈嶺穴1 ) 黒田尾の上神社〈箱式1 、円墳| 語っている。
1 ) 日; 影( 横穴石室 1 ) 前村岡の台地にも古墳発見の| 山田越は古代通路として西気方面の文化地との交通
ことあり、町の北、旧回公古域社で高堂と呼び、藩士 lがよく行はれたと見られるが、今は通行する者もな
の墓地となり、石棺、土器、万、鎧しころ等発見、現| い。今後自動寧路開通叉は国鉄が江原駅に通ずること
今も町の墓地となっておる。 I ともならば村岡は交通、経済の中心として新らしく装
3北村岡町の集落北首村岡は湯舟川西岸の低地であ| を更えて新発足をするであろう。鹿回、用野は安村で

って、湯舟旧湖は住民の住み始めた頃は湖沼は消波し| ある。荒御霊神を氏神とし素養鳴尊を配る。相回、福
ては居たが、湿地やオ器地が多く、古代住民は低地に| 西、大額、寺河内、擢山等新村は出雲系の神を記ると
は住まなかったらしく、今の集落は多くは新らしい集| と、とれ等の多くは低湿なりし平地集落であることな
落である。古代はただ山麓の稽高い処に部落があった| どは台地にある! 日村が天津神を記るのと文化の系統に
らしく、村岡町の前身なる黒野村はその一例である。 I差異を認める。台地住民は牧を主とした農民で、低地
市原は西方は低いが、部落の大部は標高 250米以上| の住民は農を主とした農民で牧を副としたことにも著
の高い山麓斜面に出来て居る。湯舟川の渓谷が山陰衛| しい差である。台地の集落に比して低地集落は後に発
道の通ずる処となったので、交通集落所語衛村として| 達し、台地文化の後に低地文化か起っている。この点
発祥した。等余神社は天津神を祭り式内の旧社であ| は小代でも間接である。即ち天津神系文化は出雲系文
る。 I化以前に発達したと思われる。
耀山、寺河内、大穂、高井、福酉等の安村の産神で

(292ページより) してやる。これも一個所でなく魚数に応じて数か所に

ある。稚魚に餌つけをしてから 2 - 3 日たって産草は| スれるようにする。この頃になると給餌は 1 日2 回に
取除く、こうなってはもう親魚とは一緒にできないの! するとよい。このようにして叉新しい世代の優秀な金
で親魚は別の水槽にでも移すことにしよう。 2 週間も i魚が生れてくるわけである。
するとこの池ではもう稚魚だけでも収容できなくなる i おわりにあたって、はたしてとれだけでもって飼育
のでやはり稚魚も分散するようにせねばならない。飼 iができるかと思われるかもしれませんが飼育管理はな
軒も最初のイシプゾリア、クロレラ等からミジシゴの| んといっても自分で実施してみることである。そして
みにしてやればよい( 一日 3田〉。換水は癖化後1 0 - Iその人に合った方法を考え出して下さい。やはり色々
15日に第一回目を行い以後は10日間隔で実施すればよ| と自分自身で実施して彼女等に最も適した方法条件を
い。換71 < の第二回自に不良魚を淘武する。このように| 編みだしてもらいたい。その為にも、もし今ここに悲
してやれば 8月の末頃にはどうやら金魚らしくなって| の書いた方法が一助にでもなればと叉教育の上の大き
来る。この頃になるとミジシコばかりではなく人工飼| な問題を解く一助とでもなれば幸である。
軒を与えるようにする。これは適当に配合した人工飼| この記事を書く機会を与えられた方々に感謝いたし
軒を楳り素焼きの平皿にねりつけて水中にひもでつる| ます。 ]952年9 月
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